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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

１ がん予防   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

たばこ対策の強化 

 

・喫煙による健康被害につい

ての普及啓発の推進 

・喫煙をやめたい人への 

禁煙支援 

・受動喫煙の防止 

【たばこ対策推進事業】   

○禁煙宣言１万人キャンペーン 

・インターネットの禁煙支援サイト「禁煙マラソン」により，

応募者に対する禁煙支援を実施 

■「禁煙マラソン」による禁煙支援 

➣応募のあった者に支援プログラムを実施 

■禁煙宣言１万人キャンペーンの継続実施 

○禁煙サポート促進モデル事業 

・協会けんぽが行う企業や従業員への禁煙指導により， 

従業員の禁煙外来に係る費用の一部を，県が企業へ助成 

■協会けんぽが行う企業や従業員への禁煙指導により，禁煙外

来への受診勧奨を実施 

 ➣協会けんぽと連携し企業へ依頼（8事業所31人） 

 

○がん対策推進条例 

・がん対策推進条例による各種施設の種類に応じた受動

喫煙防止のための措置等の義務（努力義務）化 

■がん対策推進条例及びがん対策推進条例施行規則の公布 

■条例の規定により知事が定める施設の告示 

■条例等の施行に向け，受動喫煙防止対策の

普及啓発 

生活習慣の改善 

 

・良好な生活習慣の実現 

に向けた普及啓発 

・保健指導の充実 

○栄養・食生活の改善 

・県民への実践的な減塩方法を啓発 

・関係団体，有識者等による食育推進会議等の開催 

                                 

■ 「減塩サミットｉｎ広島2014」を共催により開催 

➣5/24・25広島市内で開催 来場者数16,700人 

■食育推進会議開催（1回） 

■減塩ワーキング会議開催（4回） 

■食育推進会議の開催 

■「減塩」の実践を支援する取組の推進 

○県民の健康づくり対策 

・ひろしま健康づくり県民運動推進会議を通じて，生活習

慣病対策の大切さを県民に伝えるとともに，それを支える

地域の環境整備等について検討 

■生活習慣病対策関連健康講演会，出前講座等を開催 

■四季の健康レシピの作成 

■県民運動推進会議ホームページでの情報発信 

■ホームページにより，健康関連イベント等の

情報を発信 

■ウォーキングコースの活用促進，追加設定 

〇健康生活応援店の推進等 

 ・県民の健康づくりを応援する店舗を認証し，健康的な生活

の推進と健康に配慮した環境整備を図る 

■県保健所及び保健所設置市が県民の健康づくり推進の支援を

行う店舗等を認証 

 ➣認証店舗数 延2,374店舗（H27.2末現在） 

■健康生活応援店の推進等 

➣減塩推進ワーキング会議での検討を反映し

減塩基準の見直しを推進 

〇特定健診・特定保健指導に関する人材育成 

 ・特定健診・特定保健指導従事者を対象に研修会を実施

し，効果的な健診・保健指導が実施できる人材を育成 

■人材育成研修会の開催（保険者協議会と共催） 

➣基礎編1回，技術編2回，評価編2回 

■引き続き特定健診・保健指導の従事者研修

の継続実施 

資料３ 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

１ がん予防   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

感染症対策の強化 

 

・肝炎に対する正しい知識の普及

啓発 

・肝炎ウイルス検査の受検 

促進 

・病態に応じた肝炎医療の 

提供 

【ウイルス性肝炎対策】   

○肝疾患コーディネーターの養成・活用 

・市町の保健師・企業の健康管理担当者に対し，肝炎に関

する研修を実施し，肝炎患者等の適切な治療をコーディネ

ートできる者を養成 

 

■肝疾患コーディネーター養成講座の開催 

➣養成講座２回（9～10月） 計216人認定 

■肝疾患コーディネーター継続研修の実施 

➣ 研修会２回（10月） 計79人受講 

※対象：既に「肝疾患コーディネーター」の認定を受けた者 

■肝疾患コーディネーター養成講座及び継続

研修の継続実施 

○産業医研修 

・職域における衛生教育を通じ，肝炎に関する正しい知識

の普及啓発等を図るため，産業医への研修を実施 

■肝炎に関する産業医研修の実施 

➣２回（10月～11月） 40名受講 

■通常の産業医に対する研修内容と組み合わ

せるなど，日本医師会認定の産業医研修と

して実施できる方法を検討 

○肝炎ウイルス検査の受検勧奨 

 ・日本肝炎デーに合わせた街頭啓発活動の実施により，

肝炎ウイルス検査の受検を勧奨 

■啓発イベントの実施 

 ➣広島駅南口おける啓発（日本肝炎デー：H26.7.28） 

■肝炎ウイルス検査啓発キャンペーン【新規】 

 大型ショッピングセンターにおいて，街頭啓

発活動及び無料肝炎ウイルス検査を実施 

○肝炎重症化・肝がん予防推進事業 

・肝疾患患者フォローアップシステムを活用した肝炎ウイ

ルス陽性者の受診動向の把握，継続的な受診勧奨及び

定期検査費用等の助成により，肝炎重症化・肝がん移行

を予防 

 

■広島県肝疾患患者フォローアップシステム登録者数 

 ➣H26年度：761人，累計：868人（H27.1現在） 

■医療機関へのＰＲ 

➣肝疾患診療連携拠点病院等連絡会において，肝疾患専門医

療機関に対し事業への協力を依頼 （3/10） 

■市町への協力依頼 

➣対象者に対する制度利用の勧奨を依頼（3/4） 

■協会けんぽ広島支部との連携 

➣協会けんぽが実施する肝炎ウイルス検査で判明した陽性者

に対し，肝疾患患者フォローアップシステムへの登録を勧奨     

■肝炎重症化・肝がん予防推進事業の実施 

  引き続き，肝疾患患者フォローアップシステ

ムにより，肝炎ウイルス陽性者に継続受診

を勧奨 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

２ がん検診   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

がん検診の精度 

向上 

 

・効果の高いがん検診の 

実施 

・がん検診に対する理解の 

促進 

○がん検診精度管理推進事業 

・市町が実施するがん検診の精度向上のため，専門家に

よる評価や市町担当者等への研修実施 

 

■がん検診従事者研修実施 

➣市町担当者（8/27），乳がん（11/7） 

■専門家による評価会議・部会の実施 

➣胃・大腸がん検診部会（10/10，12/24） 

➣５がん合同評価会議（2/10） 

■市町対象の精度管理講習会（3/4） 

■胃・大腸がん検診結果報告様式の作成 

■がん検診従事者研修継続実施 

■評価会議及び市町対象の精度管理講習会の

継続実施 

■がん検診結果報告に係る県標準様式の作成

検討 

 

がん検診の受診率 

向上 

 

・受診実態の把握 

・普及啓発の推進 

・個別受診勧奨の推進 

・受診しやすい環境づくり 

【 がん検診受診率向上対策】   

○がん検診普及啓発強化事業 

・様々な社会資源の活用や多彩なメディアとの連携を通

じ，「がん検診」への関心を呼び起こす全県的な啓発キャ

ンペーンを展開 等 

■がん検診啓発特使による啓発イベント実施 

➣「福山ばら祭」での啓発（H26.5.18） 

➣マツダスタジアムのカープ公式戦での啓発（H26.9.11） 

■がん検診啓発ポスターをスーパー・商店街や公共交通機関な

どの県民に身近な場所で掲示等 

➣ポスター10,000部，チラシ 160,000部 

■市町のがん検診窓口へ繋ぐ閣下ダイヤル開設 

（H27.1現在1,600 ｺｰﾙ） 

■県民だより６月号でがん検診特集 

➣県内100万部配布 （H26.6）  

■「がん検診へ行こうよ」推進会議会員による啓発活動への支援                                         

■より効果的な手法を取り入れながら，引き続

き，啓発キャンペーンを実施 

○がん検診個別受診勧奨支援事業 

・市町が行う受診勧奨・再勧奨への支援や，地域ボランテ

ィアの活用など，きめ細かな個別受診勧奨を実施 

■がん検診推進員の養成 

➣研修22回実施し 723人養成（H27.1末現在）：累計3,697人 

■市町の個別受診勧奨に対する経費支援，勧奨資料の無償提供 

■県，市町，協会けんぽ協働事業として「がん検診啓発特使から

届く個別受診勧奨ハガキ」を未受診者に送付 

 ➣県内17市町及び協会けんぽ  約22万通 

■より多くのがん検診推進員を継続要請すると

ともに，より活用しやすいよう改善しながら市

町の個別受診勧奨の取組支援を強化 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

２ がん検診   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

がん検診の受診率 

向上 

○がん対策トータルサポート事業 

・がん対策全般に積極的に取り組む企業を「Teamがん対

策ひろしま」として登録・公表し，民間企業における予防・

検診の普及啓発，就労支援等の取組を促進 

■「Teamがん対策ひろしま」を創設し，「社員へのがん検診啓発

や受診率向上及び就労支援」「地域へのがん検診啓発」「患者

団体支援」に主体的・積極的に取り組む企業を登録 

➣第１期として１４社登録  【資料４】 

■第２期募集を行い，登録企業の拡充を図ると

ともに，登録企業からの実績報告に基づき

知事表彰等により取組を促進 

○がん検診・がん予防に関する職域出前講座     

・企業におけるがん予防・がん検診受診の推進に向け，

従業員・健康管理担当者向け出前講座を実施 

■企業の従業員，健康担当職員への出前講座の実施 

➣従業員向け講座  15企業で実施  受講者675人 

➣健康担当職員向け講座 

県内各地9会場で実施（2月） 受講者1,017人 

■「Teamがん対策ひろしま」登録企業の支援メ

ニューとして実施 

○がん検診受診実態調査事業 

・より実態を反映したがん検診の受診率を把握するため，

県独自のがん検診受診者数調査を実施 

■H25年度受診者数調査（H26.10～） 

 ➣県内全てのがん検診を実施する医療機関（2,404施設）を対象

に，平成25年度のがん検診の受診者数を調査 

≪現在，最終集計中≫ 

■H26年度受診動向調査（県内主要検診機関） 

 ➣県内の主要検診機関の協力を得て当該年度の受診動向把握

のための調査を実施 

■事業効果等を検証する資料として活用する

ため，引き続き，医療機関及び検診機関の

受診者数調査を実施 

○がん対策ｻﾎﾟー ﾄﾄ゙ｸﾀ ・ーがん検診ｻﾎﾟー ﾄ薬剤師実施事業 

 ・身近なかかりつけ医や薬剤師を「がんよろず相談医」・

「がん検診サポート薬剤師」として養成し，検診の受診勧

奨やがん医療ネットワークへの適切な紹介等を実施 

■サポートドクターの養成 

➣研修会２回開催  養成数100人（H24～累計658人） 

■サポート薬剤師の養成 

➣研修会２回開催  養成数23人（H24～累計330人） 

■サポートドクター・薬剤師の養成を継続する

とともに，研修修了後の活動支援手法等に

ついて検討 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

３ がん医療   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

医療提供体制の充実

強化 

 

・がん診療連携拠点病院の機

能強化 

・医療提供体制の充実 

・人材育成 

○がん医療ネットワーク機能強化事業 

・５大がん（乳がん，肺がん，肝がん，胃がん，大腸がん）

の医療ネットワークの普及・機能強化 

 

■各病院において地域連携パスの活用促進 

■肺がん早期発見体制の構築事業の実施 

➣肺がんＣＴ検診従事者講習会（2回） 

➣技術ワークショップ（4か所）で開催（9～11月） 

■がん医療ネットワークの普及・機能強化 

 ➣がん診療連携拠点病院及び地区医師会等

が主体となった，連携強化及び情報共有の

促進 

○小児がん医療の連携と集約化の推進 ■広島大学病院（小児がん拠点病院）において，中四国各県の連

携病院による「小児がん中国・四国ネットワーク会議」を開催 

➣毎月定期的に会議を開催 

■小児がん拠点病等とかかりつけ医療等との

連携状況の把握 

○がん診療連携拠点病院機能強化事業 

・地域における「がん診療連携」の円滑な実施を図るととも

に，質の高いがん医療の提供体制を確立 

・新整備指針に基づく「がん診療連携拠点病院」の指定更

新（H27.4.1指定予定） 

■がん診療連携拠点病院が行う機能強化事業に対する補助 

≪機能強化事業の内容≫ 

・ がん医療従事者の育成 ・ 拠点病院間の連携 

・ 院内がん登録の実施  ・ 相談支援センターの設置 

・ 在宅緩和ケア地域連携体制の構築 

■がん診療連携拠点病院の指定更新（国指定11，県指定5） 

【資料５】 

■機能強化事業費補助を継続 

■がん診療連携拠点病院等の新整備指針に

基づく各病院の機能強化 

医療内容等の充実 

 

・放射線療法，化学療法， 

手術療法の充実 

・病理診断の充実 等 

○高精度放射線治療センター（仮称）等整備事業 

・高度ながん治療を行う「広島がん高精度放射線治療セン

ター」の建築工事の推進及び運営体制の構築 

・放射線治療を担う人材の育成，医療情報ネットワークの

構築 等 

■建築工事の進展 

■開業に向けての運営準備 

➣運営体制の検討 

➣高精度放射線治療装置 3台決定 

 ➣設置管理条例の制定，指定管理者の決定 

■高精度放射線治療センターに係る広報 

➣県民公開講座の開催 約900名参加（H27.2） 

■平成２７年秋の開業に向けて，施設等の整

備や運営準備を着実に実施 

■開業後には指定管理者による運営を実施 
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が広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

４ 緩和ケア   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

施設緩和ケアの充実 

 

・提供体制の充実 

・質の向上 

○ 施設緩和ケア推進事業 

・ 県内医療機関の緩和ケアチーム及び緩和ケア病棟の

活動実績を把握・評価・公表する仕組みづくり 

・医療従事者等を対象とする研修会の実施 

（緩和ケアチーム） 

■「緩和ケアチーム等連絡協議会」における協議 

➣緩和ケアチーム活動状況調査の実施 

➣人材育成について 

➣苦痛のスクリーニング手法等に関する情報共有 等 

■緩和ケアチーム従事者研修会を開催（1月） 

■緩和ケアチームの活動実績を評価・公表 

する仕組みや人材育成について協議 

■緩和ケアチーム従事者研修会を開催 

■緩和ケア病棟や地域在宅との連携につい

て検討 

（緩和ケア病棟） 

■「緩和ケア病棟連絡協議会」における協議 

➣緩和ケア病棟運用状況調査の実施 

➣人材育成について 等 

■緩和ケア病棟従事者研修会（2月） 

■緩和ケア病棟看護師研修（12月） 

■緩和ケア病棟運用調査の分析評価，公表

する仕組みや人材育成について協議 

■緩和ケア病棟従事者研修会を開催 

■緩和ケアチームや地域在宅との連携につ

いて検討 

在宅緩和ケアの充実 

 

・医療・介護・福祉の顔の見え

る関係づくり 

・在宅緩和ケアＣＯの配置に

よる連携強化 

・介護保険施設での緩和ケア

の推進 

・通院治療を受ける患者・家族

への支援 等 

○在宅緩和ケア推進事業  【資料６】 

・病院と在宅医療の相互連携，多職種連携，医療と介護の

連携などを円滑に進めるための仕組づくり（ネットワーク

会議，在宅緩和ケアコーディネーターの配置，資源マップ

作成，地域連携パス検討等） 

・緩和ケア従事者研修会の実施 

 

■「地域在宅緩和ケア推進協議会」における協議 

➣在宅緩和ケアコーディネーター配置のあり方，資源マップの県

共通モデルの作成等 

■地域在宅緩和ケアの連携推進を目的にした研修の実施（11月） 

■引き続き，モデル地区での実施状況を踏ま

え，在宅緩和ケアコーディネーターの配置

のあり方等を検討，在宅緩和ケアコーディ

ネーター活動指針を作成 

■資源マップの県共通モデルを作成 

■モデル地区における実践活動 

➣顔の見える関係づくり，ネットワーク会議の開催，在宅緩和ケ

アコーディネーターの配置，資源マップ作成等 

➣実施団体 

H25，Ｈ26（東広島地区医師会，厚生連広島総合病院） 

  H26，Ｈ27（三次中央病院，安佐市民病院，福山市医師会） 

■モデル終了地区の継続的な取組支援 

■継続３地区における活動の充実，新規地区

への実施拡大 

➣継続３地区 
・地域での連携体制の強化  
・コーディネーターの活動の評価 
・資源マップの活用と評価等 

➣新規２地区で実施を計画 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

４ 緩和ケア   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

人材育成の充実 

 

・多職種人材育成の充実 

・緩和ケア石研修の質の充実 

○緩和ケア推進事業 

・多職種の人材育成を図るため，職種別専門研修を実施 

 

■専門研修の実施 

職種等 区 分 修了者等 

医 師 緩和ケア先進医療機関への派遣 2人 

緩和ケア医師研修の「フォローアップ」 43人 

看護師 基礎・実践・ｽｷﾙｱｯﾌ  ゚ 計270人 

薬剤師  27人 

介護支援専門員等 基礎・実践 計121人 

ヘルパー等  49人 

在宅ケアチーム 2会場（広島・福山） 計44人 

■薬剤師に対する研修ニーズ調査の実施 

■看護師（実践）研修事後効果測定アンケート調査の実施 

■緩和ケア人材育成検討会の開催（1月，3月） 

■各種専門研修の継続実施 

➣薬剤師研修について，ニーズに沿った

内容の導入 

➣看護師研修について，引き続き効果測

定を行い，行動変容につながる内容の

充実 

 

 

 

 

 

■引き続き，人材育成検討会を実施 

緩和ケアに対する正し

い理解の促進 

○緩和ケア推進事業 

・県民や医療・保健・介護従事者の理解を深めるための講

演会等を実施 

■県民向け講演会（広島市9月，福山市2月） 

■施設職員講演会（10月） 

■県民や医療従事者等の理解促進を図るた

め，講演会を継続実施 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

５ 情報提供・相談支援   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

がんに関する情報 

提供 

・多様な主体と連携した情報

提供の推進 

・「広島がんネット」の充実         

               等 

○がん対策トータルサポート事業 再掲 

・がん対策全般に積極的に取り組む企業を「Teamがん対

策ひろしま」として登録・公表し，民間企業における予防・

検診の普及啓発，就労支援等の取組を促進 

■「Teamがん対策ひろしま」を創設し，「社員へのがん検診啓発や

受診率向上及び就労支援」「地域へのがん検診啓発」「患者団体

支援」に主体的・積極的に取り組む企業を登録（第1期：14社） 

■第２期募集を行い，登録企業の拡充を図る

とともに，登録企業からの実績報告に基づ

き知事表彰等により取組を促進 

○がん患者・家族支援事業[１] 

・県内の医療施設の医療資源や治療成績など，がんに関

する様々な情報を公表 (「広島がんネット」更新など) 

■「広島がんネット」による情報提供 
➣アクセス件数  H26.4～H27.2月 平均6,621件／月 

（H25年度 平均5,986件/月） 

■「がん患者さんのための地域の療養情報サポートブック」の配布 

➣がん診療連携拠点病院等を通じて配布 

■がんに関する情報提供の充実・強化 

■サポートブックの内容充実 

➣定期的な配布を継続しつつ，内容充実

等に向けて検討 

がん患者・家族等への

相談対応 

 

・相談支援体制の充実 

・ピア・サポートの充実 

・相談支援センター等の広報

強化 等 

○がん患者・家族支援事業[２] 

・広島がんサポートに委託して，電話相談窓口「がん患者

フレンドコール」を設置 

■「がん患者フレンドコール」の実施 

➣週2回の電話相談「がん患者フレンドコール」を実施 

H26.4～H27.1月 計99件（平均9.9件/月） 

■「がん患者フレンドコール」の取組を継続 

○広島県がんピアサポーター養成事業   

・がん患者等の相談支援を行うがん経験者等をピアサポ

ーターとし養成する研修の試行実施 

■研修の試行実施  【資料７】 

➣ピアサポーター養成研修（H27.2.12～H27.3.12） 修了者15名 

■試行研修を基に，本プログラムを策定し，

研修を本格実施。また，養成したピアサポ

ーターの活用に向けて，あり方を検討 

○相談支援センター機能強化支援事業 

・がん診療連携拠点病院相談支援センターの利用の声を

反映する仕組みを検討 

■相談支援センター利用者アンケートを実施し，その結果について

の各拠点病院での対応状況について県に報告 

➣実施期間  平成26年7月24日～9月26日 

■実施方法，内容などを見直た上で，アンケ

ートの取組を継続 

がん教育 
 
・子どもの頃からの正しい理

解に向けた取組推進 

○子ども向けがん出前講座事業 

・学校教育への「がん教育」の導入が円滑に行われるた

めの取組を実施 

■教職員の「がん教育」に関する理解の促進 

➣教育委員会と連携し，各学校の保健主事を対象とした研修にお

いて，「がん教育」に関する講座を実施 

   （H26保健主事研修 ： 5回実施，受講者530人） 

■学校教育への「がん教育」導入に向けた取

組促進（「がん教育」推進事業） 

➣教職員に対する研修テキストの作成 

➣教科担任等を対象としたに研修の試行

実施 

がん患者・経験者等の

就労支援 
 
・働きやすい職場環境と相談

支援体制づくり 等 

○がん患者等就労支援事業 

・がん患者等が仕事と治療の両立ができるよう，民間企業

等を対象とした就労支援に関するセミナーを開催 

■就労支援の必要性・実例紹介・経営効果などを盛り込んだ啓発資

料により経済団体・個別企業へ取組を要請（約5,000部配布） 

■就労支援セミナーを開催（Ｈ27.1.30）し，専門家・先駆的取組企業

経営者による講演等を実施（企業等担当者など約150人参加） 

■就労支援に取り組むＴｅａｍがん対策ひろし

ま登録企業を対象とした勉強会などによ

り，企業における具体的な就労支援の取組

を促進 
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広島県がん対策推進計画 分野別施策の取組状況 

 

６ がん登録   

取組項目・対策 主な事業・実施内容 平成26年度の取組状況 平成27年度の取組の方向性 

がん登録の精度向上 

 

・登録届出数の増加  

・登録担当者の資質向上 等 

○地域がん登録システム推進事業 

・登録データを活用した効果的ながん対策の実施に向け

た環境整備 

   

■地域がん登録の届出の受理 

➣ 医療機関からの届出件数 ： 28,623件 

   （H25.1.1～12.31） 

■がん登録届出実務に関する説明会の開催 

開催日 開催地域 参加数 

1月29日 呉 11施設17名 

2月 2日 広島 28施設58名 

2月 4日 福山 25施設54名 

■県内のがん罹患や死亡の状況をまとめた報告書「広島県のがん

登録（平成23年集計）」作成 

■全国がん登録の動き  【資料８】 

➣「がん登録推進法」政省令策定中 

➣国立がん研究センターにおいて，全国がん登録データベース

等開発中 

■地域がん登録システム推進事業の継続 

実施（12月末日まで） 

 

■全国がん登録への円滑な移行 

（平成28年1月から） 

➣ 各医療機関への研修実施 

➣ 広島市，県医師会，放影研との調整 

➣ 全国がん登録の普及啓発 

 

がん登録データの活用 

 

・生存率の情報公開 

・登録データの活用 等 

県民への情報提供と理解

促進 

 

・わかりやすい情報提供 

 


